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6) 脳卒中多発地帯である秋田においては 冠動脈にわいても 脳底部動脈の場合と同じく高脂血症
の関与のない粥状硬化が存在し，心筋硬塞の発生につながっている。
7 )以上のことから，脳卒中多発地帯である秋田においては，脳出血はもちろん脳硬塞さらには虚血
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性心疾患にわいても，その発生に高血圧が大きく関与し，高脂血症の果たす役割の少ないことを，
血管病理学的立場から，明らかにした。
8) 以上の諸点の分析を通じ，我々の行なってきた臨床疫学的な調査成績を病理的に裏付けたO
論文の審査結果の要旨
我国の成人循環器疾患の特徴は，欧米に比して，脳卒中が多発し，心筋硬塞・狭心症の発生が少な
いことである。にもかかわらず我国においても，欧米における虚血性心疾患を中心とした検討成績を
そのまま踏襲し，我国の成人循環器疾患の発生要因の検討に際しでも，主として脂質代謝異常に目が
向けられてきた。
これに対して本論文は，我国の成人循環器疾患の特徴を，疫学的手法により検討した成績をふまえ
て，これに血管病理学的な立場から基礎的な根拠を与えた。すなわち本研究により，生化学的には脂
質代謝異常，病理的には粥状硬化を伴わない脳出血例の存在を実証し，さらに脳硬塞や心筋硬塞にむ
いても，脂質代謝異常よりは高血圧が主因となった粥状硬化により発生するものの多いことを明らか
にした。
このことは，我国にむける循環器疾患を疫学的に解明する上で重要な意義を持つ O
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